【様式B】



令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第2学年）


テーマ〖企業が取り組む「SDGｓ」と自分たちの町でできること〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能勢町立能勢中学校








≪学習のねらい≫


　・就職や進学に向けての職業観を養うとともに、企業ごとのSDGsの取組みについて自ら調べ、環境への感受性を磨き、環境への理解を深め、環境を大切にする心を育成する。


　・調査したことを自らの町の課題と比較し、環境の保全やよりよい環境整備のために主体的に行動する実践的な態度や資質、能力を育成する。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　7月　～　10月


　① SDGsとは何か、どんな活動なのかを知る。


　② 班ごとに様々な企業がどんな取組みをしているのかをタブレット端末で調べる。


　③ 自分たちが調べたことを班ごとに全体の前で発表する。


　④ CCD(キャリアチャレンジデイ)で参加する企業のことを調べ、当日の質問内容を環境の面からも考える。


　⑤ CCD当日に企業が行っている環境への取組みや配慮を学ぶ。


　⑥ 大阪府立豊中高等学校能勢分校の高校生を招いて、能勢町の現在の課題について知る。


　⑦ 小学生や高校生と、現在の能勢町の環境課題を考えるとともに、改善策を考える。またその際に、各グループごとにテーマを変え、意見交流を行う。


≪指導のポイント≫


　■　生徒たちが主体的に取り組むために、自分たちの興味のある企業やSDGsの取組に着目し、仲間同士で協力し合えるような授業デザインをする。


　■　生徒がSDGsの学びの中で感じた疑問や考え付いたアイデアなどを尊重し、自ら解決していこうする力を身に付けさせるようにする。教員は生徒の考えを促していくアドバイザーとして、生徒と接するように心がける。


　■　能勢町は「SDGs未来都市」に選定されており、町の未来を支えるのは自分たちであり、今回のSDGsの学びが町の課題と結びつくように考えさせる。また、それが世界の「持続可能な社会」の第一歩であることの意識付けであることに気付かせる。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


・CCD(キャリアチャレンジデイ)


→普段は聞くことができない自分の興味のある各職種の講師の方々からオンラインで話を聞き、「職業の社会におけ


る役割、社会で必要な能力や意思」について考え、質問ができる取組み。


・大阪府立豊中高等学校能勢分校の高校生による「ゼロカーボンタウンについて」の講話


≪成果≫


　・全ての仕事が環境問題につながっていることを理解し、将来自分の職業選択においても何らかの形で


環境問題を考えていかなければならないことを知ったことで、「自己の生き方」や「環境」に対する意識が高まった。


　・能勢町の環境課題という身近な環境を意識することによって、自身の周りにも環境課題があることに気


付き、感受性・環境に意欲的に関わる力の育成につながった。また、小中高生の意見交換では「自分たちができること」を考え、持続可能な社会の達成のための意見もあった。そこから環境をよりよくするために行動する力を育成していきたい。　









